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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平屋の建物であって、
　屋内と屋外とを隔てる開口部と、
　前記屋外側に設けられる屋外床部と、
　前記屋外側において、前記屋外床部の上方に対向して設けられる屋外天井部と、
　前記屋内側において、前記開口部を介して前記屋外床部と連続して設けられる屋内床部
と、
　前記屋内側において、前記開口部を介して前記屋外天井部と連続して設けられる屋内天
井部と、
　前記開口部に設けられる第１窓部と、
　前記開口部、前記屋内床部及び前記屋内天井部を含み構成される居室空間において、前
記屋内天井部よりも高い位置に設けられる第２窓部と、を備え、
　前記居室空間は、前記屋内天井部に向けて高くなる勾配天井部と、前記屋内天井部及び
前記勾配天井部を連結し、前記屋内天井部から前記勾配天井部に向けて高くなる第２勾配
天井部と、を有し、
　前記第２窓部は、前記勾配天井部のうち前記第２勾配天井部側の端部に設けられ、かつ
、前記第２勾配天井部のうち前記勾配天井部側の端部に接する位置に設けられ、
　前記屋内床部のうち前記屋内天井部と対向する床部分が前記第２窓部から直接視認可能
な位置に設けられ、
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　前記第２窓部の中心部における法線と、前記第２窓部のうち前記屋内天井部側の端部に
おける法線とが、それぞれ前記第２勾配天井部を貫くことなく、前記屋内床部のうち前記
屋内天井部と対向する床部分を貫くことを特徴とする建物。
【請求項２】
　前記第２窓部は、
　前記屋内天井部を介して前記開口部と隔てられるように配置され、
　前記開口部の位置から直接視認できない高さ位置に配置されていることを特徴とする請
求項１に記載の建物。
【請求項３】
　前記開口部は、
　前記屋内床部に近い側に配される窓を取り付ける第１取付部と、
　前記第１取付部の上部において、前記屋内天井部に近い側に配される窓を取り付ける第
２取付部と、を有することを特徴とする請求項１又は２に記載の建物。
【請求項４】
　前記第２窓部は、前記屋内天井部に対し３００ｍｍ以上高い位置に設けられることを特
徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の建物。
【請求項５】
　前記第１窓部は南側を向いており、
　前記第２窓部は北側を向いていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の
建物。
【請求項６】
　前記居室空間は吹き抜け部を有し、
　前記屋内床部は、前記開口部から前記吹き抜け部の直下まで延びることを特徴とする請
求項１乃至５のいずれかに記載の建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、軒を有する建物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　戸建住宅等の建物において、居室空間に吹抜け等を設けたり、居室空間と、居室空間か
ら屋外に延びる軒下の半屋外空間とを出入り可能な開口部を介して連通させたりして、空
間に広がりをもたせる住宅構造が提案されている。
　また、特許文献１に記載のように、居室空間と半屋外空間とにおいて床や天井の高さを
略揃えることで、屋外と屋内との連続性を演出する住宅についても提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１８９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記の従来技術は、屋内と屋外との水平方向のつながりを向上させては
いるものの、屋内と屋外との上下方向のつながりを向上させるには至っていない。このよ
うに、上記の従来技術では、居室空間における屋内と屋外とのつながりが平面的なものに
留まり、立体的なものではなかった。
　このように、居室空間における屋内と屋外とのつながりを立体的にし、両者のつながり
をより強化できる建物の構造を実現することが課題となっている。
【０００５】
　本発明は上記の課題に鑑みてなされたものであって、その目的は、居室空間における屋
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内と屋外との立体的なつながりを実現することができる建物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題は、本発明に係る建物によれば、平屋の建物であって、屋内と屋外とを隔てる
開口部と、前記屋外側に設けられる屋外床部と、前記屋外側において、前記屋外床部の上
方に対向して設けられる屋外天井部と、前記屋内側において、前記開口部を介して前記屋
外床部と連続して設けられる屋内床部と、前記屋内側において、前記開口部を介して前記
屋外天井部と連続して設けられる屋内天井部と、前記開口部に設けられる第１窓部と、前
記開口部、前記屋内床部及び前記屋内天井部を含み構成される居室空間において、前記屋
内天井部よりも高い位置に設けられる第２窓部と、を備え、前記居室空間は、前記屋内天
井部に向けて高くなる勾配天井部と、前記屋内天井部及び前記勾配天井部を連結し、前記
屋内天井部から前記勾配天井部に向けて高くなる第２勾配天井部と、を有し、前記第２窓
部は、前記勾配天井部のうち前記第２勾配天井部側の端部に設けられ、かつ、前記第２勾
配天井部のうち前記勾配天井部側の端部に接する位置に設けられ、前記屋内床部のうち前
記屋内天井部と対向する床部分が前記第２窓部から直接視認可能な位置に設けられ、前記
第２窓部の中心部における法線と、前記第２窓部のうち前記屋内天井部側の端部における
法線とが、それぞれ前記第２勾配天井部を貫くことなく、前記屋内床部のうち前記屋内天
井部と対向する床部分を貫くことにより解決される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る建物によれば、居室空間における屋内と屋外との立体的なつながりを実現
することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本実施形態に係る平屋住宅の内部を示す斜視図である。
【図２】本実施形態に係る平屋住宅の要部を模式的に示す図である。
【図３】開口部の構成例を示す図である。
【図４】第１の変形例に係る平屋住宅の要部を模式的に示す図である。
【図５】第２の変形例に係る平屋住宅の要部を模式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図１乃至図５に基づき、本発明の一実施形態（以下、本実施形態）に係る平屋住
宅１（建物の一例）について説明する。
　なお、本実施形態では、本発明を平屋住宅１に適用した例について説明するが、本発明
は複数階建ての住宅等の建物に対しても適用可能である。
　また、以下に説明する平屋住宅１は、本発明の理解を容易にするための一例に過ぎず、
本発明を限定するものではない。すなわち、以下に説明する部材の形状、寸法、配置等に
ついては、本発明の趣旨を逸脱することなく、変更、改良され得るとともに、本発明には
その等価物が含まれることは勿論である。
【００１０】
　まず、図１乃至図３を参照しながら、本実施形態に係る平屋住宅１の構成の概要につい
て説明する。
　図１には、本実施形態に係る平屋住宅１の内部を示す斜視図を示した。図２には、平屋
住宅１の構成の要部を模式的に示した。図３には、開口部４の構成例を示した。
【００１１】
　図１及び図２に示されるように、平屋住宅１は、屋外と屋内（居室空間１０）とが開口
部４により隔てられている。すなわち、開口部４の上端は、屋外天井部５及び屋内天井部
６の境界部に設けられ、開口部４の下端は、屋外床部７及び屋内床部８の境界部に設けら
れている。
【００１２】
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　居室空間１０は、例えばリビングルームであって、図１及び図２に示すように、開口部
４、屋内天井部６、屋内床部８、勾配天井部１３等により囲まれた屋内空間である。また
、居室空間１０は、屋内天井部６に代表される第１の天井高の部分と、勾配天井部１３に
代表される第１の天井高よりも高い第２の天井高の部分である吹き抜け部１４を有する。
【００１３】
　勾配天井部１３は、屋内天井部６よりも高い位置に設けられた天井部分であって、勾配
天井部１３は、屋内天井部６に向けて天井高が高くなるように傾斜している。
　そして、勾配天井部１３の屋内天井部６に近い側には、第２窓部１２（天窓）が設けら
れる。
　ここで、図２に示すように、第２窓部１２は、傾斜した状態で設けられており、第２窓
部１２の法線１２Ａ（第２窓部１２の中心における窓の面に対する垂線）が屋内床部８を
貫いている。このように第２窓部１２を配置することにより、第２窓部１２を通じた上方
からの外光が屋内天井部６と屋内床部８の間の空間を照らすようになる。
　なお、屋内床部８からの屋内天井部６の高さをＨ１、屋内天井部６からの第２窓部１２
の高さ（第２窓部１２の中心部の高さ）をＨ２とした場合に、一例としてＨ１は２４００
～２８００ｍｍ、Ｈ２は３００ｍｍ以上とする。
【００１４】
　図１及び図２に示されるように、居室空間１０から屋外側には屋外天井部５と、屋外床
部７が延びている。
　屋外天井部５は、平屋住宅１の屋根の一部（軒天）であり、屋外天井部５と屋内天井部
６とは開口部４を介して連続している。ここでの連続とは、例えば屋外天井部５と屋内天
井部６の対向する端部の隙間が所定の距離以下であることをいう。本実施形態では、屋外
天井部５と屋内天井部６は略同じ高さにあることとするが、両者の高さに差異があっても
構わない。
　また、屋外天井部５と屋内天井部６とは、仕上材を共通としたり、仕上材の配置間隔、
配置方向を共通としたりすることにより、外観上でつながりを持たせるようにしてよい。
【００１５】
　屋外床部７は、屋内床部８と開口部４を介して連続している。ここでの連続とは、例え
ば屋外床部７と屋内床部８の対向する端部の隙間が所定の距離以下であることをいう。本
実施形態では、屋外床部７と屋内床部８は略同じ高さにあることとするが、両者の高さに
差異があっても構わない。
　また、屋外天井部５と屋内天井部６とは、仕上材を共通としたり、仕上材の配置間隔、
配置方向を共通としたりすることにより、外観上でつながりを持たせるようにしてよい。
　上記のように構成することで、居室空間１０から開口部４の方向を眺めた居住者に対し
、屋内と屋外につながりを感じさせることができる。
【００１６】
　次に、開口部４の構成について説明する。開口部４は、金属製、樹脂製、又は木製のサ
ッシであり、開口部４には、第１窓部１１（大開口窓１１Ａ及び欄間用窓１１Ｂ）が取り
付けられる。
【００１７】
　図３に示されるように、開口部４は、それぞれ平行に配置され上下に延出する複数の枠
部材４Ｃと、左右に延出する枠部材４Ｄ及び枠部材４Ｅを備える。
　枠部材４Ｃは左右に離間して配置され、下端は屋内床部８及び屋外床部７に埋設される
形で平屋住宅１の躯体に固定され、上端は枠部材４Ｅにより連結されている。そして、枠
部材４Ｅは屋内天井部６及び屋外天井部５に埋設される形で平屋住宅１の躯体に固定され
ている。また、左右の枠部材４Ｃの中間部は枠部材４Ｄにより連結される。
【００１８】
　ここで、開口部４のうち、左右の枠部材４Ｃ、枠部材４Ｄを枠とする部分を第１取付部
４Ａとする。また、開口部４のうち、第１取付部４Ａの上部において、左右の枠部材４Ｃ
、枠部材４Ｄ及び枠部材４Ｅを枠とする部分を第２取付部４Ｂとする。
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【００１９】
　第１取付部４Ａは、開口部４のうち、大開口窓１１Ａを取り付ける部分である。
　第１取付部４Ａには、複数の大開口窓１１Ａが摺動可能に取り付けられ、少なくとも１
つの大開口窓１１Ａが摺動することにより、第１取付部４Ａには開口を形成することが可
能となっている。
【００２０】
　第２取付部４Ｂは、開口部４のうち、欄間用窓１１Ｂを取り付ける部分である。本実施
形態では、欄間用窓１１Ｂは、はめ殺しの窓とするが、大開口窓１１Ａと同様に摺動可能
の窓として、第２取付部４Ｂにも開口を形成することしてもよい。
【００２１】
　以上のように、開口部４を構成することにより、屋内床部８から屋内天井部６に渡って
光の取入口を設け、屋外からの光を居室空間１０側に取り入れることができる。
　また、居室空間１０には、第２窓部１２を設けたことにより、上方からの光を居室空間
１０側に取り入れることができる。
　ここで、屋内天井部６と屋内床部８の間の空間には、第１窓部１１を通じて居室空間１
０に入ってくる光と、第２窓部１２を通じて居室空間１０に入ってくる光の両方が入り混
じることとなる。このように構成したことで、上記の空間においては屋外と水平方向及び
上下方向のつながりを感じさせることができる。これにより、居室空間１０における屋内
と屋外とのつながりが立体的になり、居室空間１０では屋内と屋外とのつながりをより強
化させることができる。
　なお、本実施形態では、第１窓部１１を南向き、第２窓部１２を北向きに配置するよう
にする。こうすることで、天窓である第２窓部１２から直射日光ではなく、間接的な光が
入ってくるようにして、居室空間１０の明るさと快適性を両立させるようにしている。
【００２２】
　以上説明した平屋住宅１によれば、居室空間１０において、第１窓部１１を通じた屋内
から屋外への水平方向のつながりと、第２窓部１２を通じた屋内から屋外への上下方向の
つながりを融和させることにより、居室空間１０における屋内から屋外への立体的なつな
がりを実現させることができる。
　これにより、居室空間１０の居住者に屋内と屋外とが連続的につながるような空間の広
がりを感じさせることができる。
【００２３】
　また、平屋住宅１によれば、屋内天井部６と屋内床部８の間の空間は、第１窓部１１第
１窓部を通じた水平方向の外光に加えて、第２窓部を通じた外光により照らされることに
なる。これにより、居室空間を明るくするとともに、居室空間１０における屋内と屋外と
の立体的なつながりをより強化できる。
【００２４】
　また、平屋住宅１によれば、第２窓部１２の法線１２Ａが屋内床部８を貫くように配置
することで、屋内天井部６と屋内床部８の間の空間には、第２窓部１２を通じた上方から
の光の照射を強くできる。これにより、居室空間を明るくするとともに、居室空間におけ
る屋内と屋外との上下方向のつながりをより強化できる。
【００２５】
　また、平屋住宅１によれば、開口部４には、大開口窓１１Ａと、その上に欄間用窓１１
Ｂとを取り付けることにより、開口部４からより多くの光を取り入れることが可能となる
。これにより、居室空間を明るくするとともに、居室空間における屋内と屋外との水平方
向のつながりをより強化できる。
【００２６】
　また、平屋住宅１によれば、第２窓部１２は、屋内天井部６に対し３００ｍｍ以上高い
位置に設けるようにすることで、居室空間１０に上方からの光をより取り込みやすくでき
る。
【００２７】
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　また、平屋住宅１によれば、居室空間１０は、屋内天井部６に向けて高くなる勾配天井
部１３に、第２窓部１２を設けるようにしたことで、居室空間１０における開口部４から
屋外への視線の広がりと、屋内天井部６から上への視線の広がりをもたらし、居室空間に
おける空間の広がりをより強く実現できるようになる。
【００２８】
　また、平屋住宅１によれば、第１窓部１１は南側を向いており、第２窓部１２は北側を
向いているように配置することで、居室空間１０に日中の直射日光が入らないようにする
ことができる。これにより、居室空間１０の明るさと快適性を両立できる。
【００２９】
　また、平屋住宅１によれば、屋内床部８は開口部４から吹き抜け部１４の直下まで延び
るようにすることで、居室空間１０において水平方向と上下方向の空間的な広がりを実現
できる。
【００３０】
［変形例］
　本発明は上記の実施形態に限定されるものではない。
【００３１】
　以下、図４及び図５を参照しながら、上記の実施形態の変形例について説明する。
　図４に示す第１の変形例に係る平屋住宅１Ａでは、屋内床部８を土間として構成し、居
室床部１５を別途設けた点で平屋住宅１と相違するが他の点では共通する。
　図４に示されるように、平屋住宅１Ａにおいて、居室床部１５は、屋内床部８に対して
一段高い位置に設けられる。
　また、平屋住宅１Ａにおいて、屋内床部８は、開口部４から吹き抜け部１４の下まで延
びることとしてよい。ここで、屋外床部７と屋内床部８には同種のタイル等を貼ることに
より両者に連続性を持たせることで、屋内と屋外とのつながりを実現させることとしてよ
い。
【００３２】
　また、図５に示す第２の変形例に係る平屋住宅１Ｂでは、第２窓部１２を天窓ではなく
、ハイサイドライトとして構成した点で平屋住宅１Ａと相違する。
　平屋住宅１Ｂにおいて、第２窓部１２は、第２窓部１２から屋内床部８が直接視認可能
な位置に設けられており、これにより第２窓部１２からの光が屋内床部８に直接届くよう
になる。
【００３３】
　また、本発明は、二階建て以上の戸建住宅、集合住宅、又は住宅以外の建物に対しても
適用することができる。
【００３４】
　本発明の代表的な態様は以下の通りである。
【００３５】
　本発明に係る建物は、屋内と屋外とを隔てる開口部と、前記屋外側に設けられる屋外床
部と、前記屋外側において、前記屋外床部の上方に対向して設けられる屋外天井部と、前
記屋内側において、前記開口部を介して前記屋外床部と連続して設けられる屋内床部と、
前記屋内側において、前記開口部を介して前記屋外天井部と連続して設けられる屋内天井
部と、前記開口部に設けられる第１窓部と、前記開口部、前記屋内床部及び前記屋内天井
部を含み構成される居室空間において、前記屋内天井部よりも高い位置に設けられる第２
窓部と、を備える。
　こうすることで、本発明に係る建物によれば、居室空間において、第１窓部を通じた屋
内から屋外への水平方向のつながりと、第２窓部を通じた屋内から屋外への上下方向のつ
ながりを融和させ、居室空間における屋内から屋外への立体的なつながりを実現させるこ
とができる。
　これにより、居室空間の居住者に屋内と屋外とが連続的につながるような空間の広がり
を感じさせることができる。
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【００３６】
　上記の建物において、前記第２窓部は、前記第２窓部から前記屋内床部が直接視認可能
な位置に設けられることとしてよい。
　こうすることで、屋内天井部と屋内床部の間の空間は、第１窓部を通じた水平方向の外
光に加えて、第２窓部を通じた外光により照らされることになる。これにより、居室空間
を明るくするとともに、居室空間における屋内と屋外との立体的なつながりをより強化で
きる。
【００３７】
　上記の建物において、前記第２窓部の法線が前記屋内床部を貫くこととしてよい。
　こうすることで、屋内床部に上方からの外光がより当たりやすくなる。これにより、居
室空間を明るくするとともに、居室空間における屋内と屋外との上下方向のつながりをよ
り強化できる。
【００３８】
　上記の建物において、前記開口部は、前記屋内床部に近い側に配される窓を取り付ける
第１取付部と、前記第１取付部の上部において、前記屋内天井部に近い側に配される窓を
取り付ける第２取付部と、を有することとしてよい。
　こうすることで、開口部において、床から天井にかけて光を取り入れることが可能とな
る。これにより、居室空間を明るくするとともに、居室空間における屋内と屋外との水平
方向のつながりをより強化できる。
【００３９】
　上記の建物において、前記第２窓部は、前記屋内天井部に対し３００ｍｍ以上高い位置
に設けられることとしてよい。
　こうすることで、居室空間に上方からの外光をより取り込みやすくできる。
【００４０】
　上記の建物において、前記居室空間は、前記屋内天井部に向けて高くなる勾配天井部を
有し、前記第２窓部は、前記勾配天井部に設けられることとしてよい。
　こうすることで、居室空間における開口部から屋外への視線の広がりと、屋内天井部か
ら上への視線の広がりをもたらすことにより、居室空間における空間の広がりをより強く
実現できるようになる。
【００４１】
　上記の建物において、前記第１窓部は南側を向いており、前記第２窓部は北側を向いて
いることとしてよい。
　こうすることで、居室空間に日中の直射日光が入らないようにすることができる。これ
により、居室空間の明るさと快適性を両立できる。
【００４２】
　上記の建物において、前記居室空間は吹き抜け部を有し、前記屋内床部は、前記開口部
から前記吹き抜け部の直下まで延びることとしてよい。
　こうすることで、居室空間において水平方向と上下方向の空間的な広がりを実現できる
。
【符号の説明】
【００４３】
　１　平屋住宅（建物）
　１Ａ　平屋住宅（建物）
　１Ｂ　平屋住宅（建物）
　４　開口部
　４Ａ　第１取付部
　４Ｂ　第２取付部
　４Ｃ　枠部材
　４Ｄ　枠部材
　４Ｅ　枠部材
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　５　屋外天井部
　６　屋内天井部
　７　屋外床部
　８　屋内床部
　１０　居室空間
　１１　第１窓部
　１１Ａ　大開口窓
　１１Ｂ　欄間用窓
　１２　第２窓部
　１２Ａ　法線
　１３　勾配天井部
　１４　吹き抜け部
　１５　居室床部

【図１】 【図２】
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【図５】
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